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1.緒 言
三笠類赤徹病菌Gibberellazeae (501{・)PETUI王の分生胞子の発芽に及ぼす種kの環境保件の彰響
については，温度，湿度の要素は既に研究されている【1.13)• 他の多くの糸蹴菌の場合と同巳
(， G. zeaeも試験管特養面に形成された分生胞子は新!日何れの培養マも精養面で発芽してい
る場合は殆ど皆無でる!J，斜面堵養から胞子をとって調べてみても殆ど常に未発芽の胞子7をけ
が得られる.叉本菌分生胞子が蒸溜水中で極めて発芽の不良である事も他の多くの糸猷菌の場
合と同様である.之等の現象には菌の内的た或は外的な種kの要因が関与し・ているものと居、わ
れるが，要因として考えられるこ三の点について実験を行ったので報fきする.胞子密度，栄養
物質，埼養の新聞と分生胞子発芽との関係を主に実験したものでる!J，上記の現象を説明する
に足るものではないが，何等hの示唆となb得る様に思うので実験結果を報告する.
2. 胞子密度と賢芽との関係
胞子発芽試験を行う場合には予め胞子懸濁液の胞t子密度を略一定tcずる必要があるが，之は
懸濁液の胞子密度によって発芽率が変化する場合が多いからである.Botrytu ali， Cephalo-
thecium ros叫 m，Sclerotinia americana， Botrytis cinerea等多くの菌では胞子密度が増大する
に従い，発芽率は減少する事が報告されているがC414)，逆に Ps仰ゐpezizarihisの様に胞子密度
が少いと発芽率が低いと云うものもある(8). G. :teaeの分生胞子も他の多くの菌と同巴く懸濁液
の胞子密度が高いと発芽率が低いようであるので，胞子密度の変化に件い発芽率がどう変るか
を調べた.遁常発芽床に用いられるVanTiehgem cell中での懸滴精養では，胞子が滴の中央
に沈降集合して調査に不適当で、あ!J，且発芽率を見るにも不費ーな結果カ洋尋ちれる.G. zeae 
の分生胞子は他のFusarium属菌，Alternar;a属菌，種kの炭痘病菌の分生胞子と同じく'7k中で
もどく発芽するので，との性質を利用して次の様た方法をとった. くぼみスライドの凹陪部に
所要胞子密度の胞子懸濁液を満し，気泡の入らね様にカパーグラスをかげでモの周囲をパラフ
イシで封巴，カパ戸グラスをかりた面を下面にして240Cの定温器に必要時間置いた.検鏡は
カバーグラスの面に沈下した胞子について行った.
実験に用いた G.zeaeは当研賓室保存の第2089号菌であ!J，馬鈴薯室長天培養基上で多量に分
生胞子高と形成する菌株でるる.
胞子懸濁液を作るには再蒸溜水を充した白金耳で馬鈴薯寒天斜面埼養面を静かになでてそと
に形成された分生胞子をとり， 再蒸溜水或は2%gluc偲 e溶液I'C魅濁させ稀釈法によ b必要た
胞子密度を作"?tc.ガラス器具は全て予め銑瀧穣で洗い水道水・でよく水洗し.，燕漕*及び再蒸
溜水でゆすいだ充分帝滞なものを用いた.
種kの胞子密度のスライド各k につを 1ω倍願徴鏡で連続 10-20硯野を該査Ltc.得られた
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各硯野の発芽率はさをてP=sin2{j (Pは発芽率%)σ〉の式で8の値に変換した後比較検定した.第
1表に実験結果を示す.
第 1表 胞子密度と発芽の関係
胞子密度 258.2 165.2 113.9 80.9 44.2 
開査胞子数 5163
発芽胞子数 14 
~芽寧(%) 0.7 
(i 2.19 
3304 
13 
0.4 
2.50 
2277 
178 
7.8 
15.41 
1617 
699 
43.3 
40.89 
胞子密度 154.7 63.6 32.9 16.2 
開査胞子数 1647 536 329 162 
発芽胞子数 13 27 86 80 
発芽串(%) 0.8 5.0 26.4 49.4 
(i 4.08 12.13 30.51 44.81 
胞子密度 127.0 33.3 19.7 10.7 
調査胞子数 508 500 508 521 
発芽胞子数 15 29 87 212 
発芽寧(%) 2.9 5.9 17.2 40.7 
(i 9.80 13.88 24.34 40.32 
895 
599 
66.6 
55.50 
20.5 
413 
348 
84.3 
66.90 
備
L.5.D.( 0.(6) = 2. 62 
2%glucose溶液
17日開場養
240C4時間後調査
備
L.S.D.く0.05)=4.49 
2%gluωse溶液
20日間培養
240C 4時間後調査
備
L.S.D.(O.05) =3.13 
再蒸潟水
14日間培養
240C 4時間後調査
ヨ齢
~ 
考
p 
d 
表の結果から見ると胞子密度が1硯野平均 100個内外以上になると発芽率は著しく悪<.そ
れ以下では胞子密度の低下に従い発芽率が上昇Lている.従って G.zeaeの発芽試験では1印俗
1硯野平均1∞個内外以下の胞子密度で試験すると好結果が期待されるが， 20個以下の胞子密
度を用いると調査胞子総数が比較的少くなると共に，硯野毎l亡観測される胞子数も少くなる震
に適当でたいと思われる.筆者の観測したととるでは印-70個の胞子密度の懸濁液を用いるの
がよい様でるる.
くぼみスライドを発芽床に用いるとの方法は昼気を除外した献態であるが，G. zeae分生胞
子の第芽は正常でif;る.との方法は樫滴を用いた場合よりも硯野の中での胞子の分布は均買で
あり，かなb多くの硯野を連続的にとれるので調査出来る胞子の数もはるかに多くたる利点が
あった.
3. 接養物質と賢芽の関係
種 kの栄養物質即ち，植類，塩類，植物煎汁その他の物質の存在によって胞子の溌芽が刺鞍
促進される事は多数の菌によって'知られ，蒸溜水中で発芽カを有したいもの裁は発芽不良のも
のも多く知られている(4，1・7，10，17)
G. zeaeも蒸溜水に懸濁L.:k:胞子の溌芽は極めて悪い幕が経験的に中jつでいたので，種kの
栄養物質がG.zeae の分生胞子の溌芽にどの様~膨響をもっかを調べた.第芽床にはくぼみス
ラムイドも用いたが，実験操作の簡便をはかつて扶の方法をととった.直径約5寸の大型シャーレ
註逆にして置き，中にガラス棒を並べてその上に胞子懸濁液滴を落したスライドグラスを置
き，シャーレの上下査の聞に7.1<t::注いで湿室にした.スライドグラスには3-4滴宛直径約8。2) -2-
-10mmの懸濁液滴を並ペtc.
第2表Aは〈ぽみスライドを用いて再蒸溜7.1<，水道7.1<及び2% glucose溶液中での発芽率を
調べた結果である.水道7.l<. 2 %gluc国 e溶液を用いた場合に比ペ再蒸溜水中では発芽率は極
めて悪(.，水道7.l<を用いたものでは2%glucose溶液を用いたものに及ばたい.
第 2表 栄養物質と発芽
A 
胞調査発~発~事) 
子数胞子数 (% 
日 備 考
110 7 6.4 8.93 A: L.S.D.く0.05)=7.:U
日5 18 2.7 8.51 240C 4時間後調査
CiI 1085 60 5.5 13.22 8日間矯養， 160傍15観野
127 30 23.6 26.58 B: L.S.D.(0.05) =6.1 
水 護主 *<B 338 112 33.2 34.99 
240C 7時間後調査
C“ 313 177 56.4 48.33 15日間培養160傍10規野C: L.S.D.(0.05)=8.25 
122 47 38.5 38.54 240C 8時間後調査
glu∞2総%務波 320 121 37.8 39.25 15日間培愛
375 245 65.4 54.60 160傍句。視野糊10視野
B 
2ヲ42942u19065 0.5P906"4M5g.0叩'% 将来淘7~gl~∞se sucrose levulose KH2 P04 MgSO， 備 考
調査胞子数 1012 1061 1013 1029 1004 1006 L.S.D.(O.Oli) =3.27 
発芽胞子数 92 322 295 313 36 341 2{OC 4時間後調査
~芽$(%) 9.1 33.3 29.1 34.0 3.6 34.0 5週間生音養。 17.5 33.3 32.8 33.5 10.9 35.7 様pH=4.4
C 
時滞水gぷesuzzeぷ危seEG22b44払水道水島勾 備 考
調査胞子数 678 681 678 680 676 671 679 687 L.S.D.(0.05) =2.74 
~~.胞子数 34 319 292 322 9 96 113 554 家}日間矯養
発芽率(%) 5.0 46.9 43.1 47.4 I.:J. 14.3 16.6 80.7 240C 4時間後調査。 12.8 42.9 41.0 42.7 6.5 22.2 23.9 64.0 
第2表B， Cはglucoseの外に sucro詑， 1e刊 10舘等の 糖類， KH2 P04， MgS04等の塩
類.馬鈴薯煎汁及び水道7.1<を用いて比較実験した結果である.胞子懸濁液の臨子密度は50間内外
であり，第2表Bは5間野， Cは3硯野宛何れも4回反覆の実験結果である.どちらの結果か
らも 3種の糖の聞には夫kの発芽促進効果fr:有意差は認められたい.KH2P仏政再蒸溜水より
も明治認と発芽率が悪<.発芽を抑制或は阻害する作用が認められた.MgS04は発芽を促進す
るが，Bの場合には糖類と同じ程度の効果があったのに反し， Cでは糖類よ b効果は少〈水道
水の場合と同程度の発芽率ヵマ辱られている.表示しなかった他の実験の結果では MgS04は糖
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と同程度の発芽促進効果を示している.馬鈴薯煎、汗の比較的稀薄なもの〈馬鈴薯lOg，水道水
0.5!， 20分煮沸)を用いた場合には極めて高い発芽率(80.7%)‘が得られたが，可成b濃厚な
もの〈馬鈴薯20g，水道水0.1l， 20崎煮沸)では胞子が膨潤して異常発芽が見られ発芽率は再
蒸溜水の場合の14.7%に対し14.6%の{直を示した.
以上の結果から種々の栄養物質がG.zeaeの分生胞子の発芽に好傑件を与える事がわかるが，
更にとの様主主栄養物質がいわゆる栄養として発芽に関係するのか或は単なる刺戟として作用す
るのかを知る需に衣の実験をー行った。
Gluc田eで、種kの濃度の溶液を作り，濃度による発芽率変化の模様を調ペた.第3表A，B 
にその結果を示す.胞子密度，発芽床，観察視野数及び反覆回数は第2衰の場合と時同様でる
る
第 3表 Glucose溶液濃度と発芽
A 
glucose溶液%
備 考再来潤7-"
0.25 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 
調査胞子数 1346 974 1242 1090 942 976 1063 L.S.D.(0.05) =4.23 
発芽胞子数 52 168 268 235 233 269 311 240C 4時間後調査
発芽率(%) 3.9 17.3 21.7 21.6 24.7 27.6 29.3 5週間培養。 11.23 23.53 26.93 27.55 29.00 32.28 32.45 
B 
glucose溶液%
再来摺水 備 考
0.005 0.05 0.5 1.0 2.0 5.0 
調査胞子数 677 629 653 657 665 658 660 L.S.D.(0.05) =7.23 
発芽胞子数 44 93 180 285 339 404 463 240C 4時間後調査
舜芽率(%) 6.5 14.3 27.0 43.4 51.0 61.3 70.2 19日間培養。 14.7 22.4 31.4 41.1 45.7 51.6 58.1 
第3表Aの結果ではglucose溶液濃度0.25%で既にかなりの発芽促進が見包れるが， glucose 
濃度が増加してもさほど顕著には発芽率が変っていない.0.25%以下の濃度で貰にどの様た効
果があるかを観察したのが第3表Bである.0.005， 0.05， 0.5， 1.0， 2.0， 5.0%の各潰度の
glucose静夜中での発芽率の変化を見たが， 0.5J'以下ではglucose溶液濃度の減少と共に発芽
率が低下い各段階毎にかなりの相違があるよろである.0.5%以上ではそれ以下の場合に比
ペて著しい差は認められない.との実験だけからはglucoseの量がいわゆる栄養としての量で
るるのか，或は刺戟の量として発芽に関係するのか何れとも云い得ない.との点更に詳しく実
験する必要がある.
4. 胞子の新旧と捜穿牽
成熟に達した胞子がその後時間の経過と共に発芽力の変る事は種kの菌で知られている.
G. zeaeではどの様に発芽率の変化が見られるか確かめる鵠に実験した.
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馬鈴薯寒天培養のσ.zeaeが培養基!C植付けた後何日日頃吃胞子を形成し始め，叉胞子が成
熟するかは，第4衰の結果からわかる.
第 4表比馬鈴薯寒天平面培養 5簡の平均結果である.菌叢の着色は 2~3 日目から見られ
た.胞子形成の有無は菌叢の中心から約lcmの部分をとってしらべたが，菌叢に鮮紅色着色
のない部分には常に胞子形成が見られなかった.20，24及び270Cでは3日目から胞子形成が認
められるが4日目までは未熟のものが多く，隔膜が出来て形態的r:L成熟しているものは少かっ
た.240C及び270Cでは5日目にたると殆ど全ての胞子が形態的に成熟し， 200Cでは 6日目
かb大部分の胞子が成熟に達するのが見られた.300C になると胞子形成は著しく悪く且たそ
い様であり， 6日目に少数の胞子が形成され始めた.
第 4表 培養温度と菌糸の生長、胞子形及び成熟の関係
CO- 1日後 2日後 3日後 4日後 5日後 6日後 7日後
cm 
2.48 * 0.74 1.50 3.54 4.82 6.2失 7.56 
菌 0.92 1.80 2.ホ7寧6 3.66 4.90 7.10 8.83 
寧事
直 径 27 1.06 1.98 2.55 3.25 4.03 6.43 7.30 
30 0.72 1.38 1.90 X 2.63 3.24 4.04 4.80 
20 土(土) +(土〕 tt(+) t(柵〕 +十(柵)
+c土) +(+) 制(-!t十) 柵(-!t十) 柵(冊〕
及v:成熟 230 7 土(土〉 +(土) 制(柵) -!t十(柵〕 制(-!t十)
土(+) +(+) 
備考 2土胞子形成僅少 (土) 成熟胞子僅少 胞子形成無し
+ 胞子形成少 (+) グ少
t 胞子形成多 (t十) f多
-Itt胞子形成極めて多 (-!t十)大部分の胞子が成熟
嶋菌叢は1炎紅色 州首叢は鮮紅色 x 酋叢は黄伺色
試験管斜面培養では240Cで約7日自に菌叢は斜面全体を被う様になり，鮮紅色の着色が進
むが，培養面に形成された胞子は大部分成熟に達いていると考えられるので，培養を始めてか
ら7日i目をその培養基(tz:形成された胞子が成熟に達した時期と見倣して以下の実験を行った.
第5表は胞子成熟後時間の経過に伴ラ発芽率変化の様子を調べた結果であるが，成熟に達し
あ後発芽率は低下して行く事がわかる.との結果だけからは成熟胞子のもつ第芽能力が一定の
法則に従って経過時間と共に変ると云ラ様完工事実は確かめられないが，時間の経過に伴って発
芽カが減少する傾向は明瞭で、ある.向胞子成熟後の理境， i3Pち温度，湿度と発芽カ変化の民係
は確かめてはいたいが，予備的主主実験結果からすると，温度については， 100C以下， 20， 24， 
27. 300cの各温度を比較すると，成熟後約1週間目の溌芽率は高温になる程低下する様であ
る.叉湿度の点では，培養を乾燥器中に保存すると発芽率は低下する様である.之等混度及び
湿度との関係については更に確かめる1必要がある.
5. 胞子洗瀧の効果
G. zeaeの分生胞子の表面は粘着性の物質で被われているが， 比較的親水性と思われるとの
粘着性の被嘆を除去する，\~，胞子の発芽が l!の様に変化するかを調べた.再蒸溜水陀懸濁した
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第 5表 胞子の新 1日と発芽室経
成熟後日数 E 35 63 備 考
開査胞子数 931 932 1αn L.S.D.(0.05) =9.32 
発芽胞子数 721 305 26 240C 4時間後関査
発芽率(%) 77.5 32.7 2.6 2 %gluco3e理事波
自 60.87 34.96 9.24 
成熟後日数 s 12 43 備 ~ 
調査胞子数 618 654 612 L.S.D.(O.05) =5.07 
要旨芽胞子数 513 245 163 240C4時間後関査
手書 ~ $(%) 83.1 37.4 26.0 29長glu∞se液溶。 64.63 38.01 29.82 
成熟後日数 4 20 30 36 69 備 考
調査胞子数 428 417 419 412 412 L.S.D.(0.05) =4.16 
発芽胞子数 348 329 318 200 75 240C4時間後調査
発芽$(%) 81.3 79.0 76.0 62.1 18.2 2%glu∞se青年波。 64.28 62.95 60.68 52.10 2o.2o 
胞子を遠心ゆ離器で沈澱させて洗糠し，積kの程度に洗った胞子を2% glucose 溶液に懸濁さ
せて発芽率を見た.得られた結果の一部を第6表に示す.類似の実験を更に数回行ったが，何
れも同様の結果が得られた.
第 6表 胞子洗糠の効果
洗剤臨時間(分) 。 1.5 1.5x2 1.5x3 。事 1.5X3 - 備 考
調査胞子数 485 477 464 484 488 479 L.S.D.(0.05) =7.44 
発芽胞子数 2o6 267 255 271 4 5 2α)()r.p.m. 
発芽$(%) 52.8 56.0 65.0 56.1 0.8 1.0 240C4時間後調査， 44日間培獲
自 46.91 48.S7 48.44 48.50 4.20 4.69 29品glucose務波，保再蒸溜水
決着車時間(分) 。 1.5 1.5x2 1.5x3 備 考
調査胞子数 616 619 614 616 L.S.D.(0.05) =9.78 
発芽胞子数 246 234 241 231 240C時間後調査，白週間培養
要性芽寧(%) 39.9 37.8 39.2 37.5 2000r.p.m. 。 40.70 37.21 39.78 37.68 2 %gluc国噌波
第6表の数字から明かた通り，遠心力を用いて胞子を洗糠しても発芽率の変化には有意の差
が認められない.
分生胞子の表面を被う粘質物陰親水性であり，胞子:a::遠心沈漉した上澄は淡紅色を呈する
(回) -6-
第 7表 洗浴車液の発芽に及iます影布陣
原被 2傍液 10傍液 再来雨水 側 考
開資胞子数 633 646 660 660 L.S.D.(0.05)=5.47 
発芽胞子数 302 108 27 5 8週間主音受胞子を 15∞r.p.m.1分間
発芽寧(%) 47.7 16.7 4.1 0.8 決電量， 240C4時間後鯛査。 43.68 23.68 11.70 4.30 
が，との上澄液中では分生胞子の発芽が良好である事を予備実験で観察したので，更に確かめ
る震に実験を行った.充分に濃厚なσ.zeae分生胞子の懸濁液を作り， 1500 r. p. m.で1分間遠
心沈輔させ，得られた上澄の淡紅色液を原液とし化再蒸溜水を用いて原液を2傍及び10傍に
稀釈し，詩的生胞子を懸濁させて掛試験切っ弘前表にその結果訴す.比較の話
再蒸溜水を用いて努芽試験を行ったが， 10傍稀釈液でも再燕溜水を用いたものより発芽率が
高く，原液の稀釈程度が少い程度良好な努芽率が得られている.従ってG.zeae分生胞子の表
面を被っている物質は，胞子の発芽を促進する作用があ忍事がわかる.
6. 考 察
G. zeaeに限らす=全ての糸猷菌の胞子の努芽には多〈の内的或は外的1主要素が作用している.
本報告に取上げたものはその一部の要因にしか過ぎや，又恥上げた要因についても充分な解明
をするに至ら走かった.胞子密度と努芽率の関係について，胞子密度の上昇と共に発芽率が減
少すると云う結果は，他の種4の菌と類似の傾向であるが，何故に胞子密度が大きくなると努
芽が不良になるかと云う理由については，他の多くの研究者と同様明かにし得芯かった.又再
燕溜水中で発芽が不良でるる理由も明かでない.G. zeae分生胞子の発芽に拘か刺核物質の存
在が不可欠であると云う理由，卸ち胞子の原形質を休止歌態から活動を始めさせる刺戟になる
ものは何か，或は必要君主刺戟の最少量は，と云う様吉区事を明かにすれば，胞子密度との関係，
再蒸溜水中での発芽現象等も明かにたるかも知れたい胞子表面を被う粘質物については，単
に比較的1'$.努芽促進作用をもっと云う事だけに触れたが，との物質については今後の実験にま
ちたい.
7. 摘 要
本報告はG制leJ'ellazeae (Sm.) PHTももの分生胞子の発芽に関係する諸要因の中，胞子密度，
種kの栄養(発芽刺戟〕物質，胞子の新旧，胞子洗糠の効果等について行った実験結果である.
1)胞子懸濁液の胞子密度の増加と共!'CG.zeae分生胞子の費芽率は低下し， 1印倍額徴鏡1
硯野100個内外以上の胞子密度では発芽率は極めて低い.種kの目的で溌芽試験を行うI!'C適当
と息われる胞子密度は160傍1観野手.均50-7例闘である.
2) G. zeae分生胞子は再蒸溜水中で発芽は極めて不良であるが gluco鵠， sucrose， levulo誕
の様た糖類， MgSO~ ， 馬鈴薯煎汁等によって発芽は刺戟促進される. glucose o.∞5%溶液中
でも再蒸溜水中に比べ発芽は良い.
3)馬鈴薯寒天平面堵養でG.zeaeが分生胞子を形成し且成熟に達するのは 240-270Cで
最も早く， 300Cでは胞子形成成英字、共におそく且不良である.費芽率は肱子威張後民閣の経過
-7- (57) 
tz:従い低下し， 1.5... 2月後には成熟に達した時の1/3以下に発芽能力が低下する様である.
4)遠心沈灘によって胞子を洗糠しても発芽率の変化には有意な差が認められ，なかった.
5)胞子表面を被う粘性の物質は胞子の発芽を促進する作用があった
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